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こんなことが出来ます！

老朽化した現場打ち側溝のリニューアル化を低コストで実現！

13

技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

【解決したポイント】
●既設の現場打ち側溝の下部はそのままに、上部
だけを取り壊して再生させるため、費用と時間
が大幅に短縮できる。
●工事開始から解放までの期間が従来の約半分
に短縮でき、周辺への影響が少ない。

【従来の問題点】
●既設の現場打ち側溝を全部取り壊して新たに側
溝を作るには費用と時間がかかる。
●家の前や駐車場の出入口を長期間通行止めに
されたらかなわない、なるべく早く通れるように
して欲しい。

●安心な歩道の整備に
●静かな住宅街に
●通学路の安全確保に
本技術をおすすめします。
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　建設後長年経過した現場打ち側溝は、風化や破損により騒音の発生や歩行者に危険な状態のものが街中
で多く見られる。これを取り壊し新たに二次製品の側溝で改修するには多額の費用が必要となる。本技術
は、既設側溝の上部１５ｃｍほどをカット除去し、その上に工場で製作した側溝上部部材を置き無収縮モルタ
ルで一体化させて新設同様に再生させることができる技術である。
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